
[ 1時間に50ミリの雨ってとんな雨？ ］ 

1時間に50ミリ以上の非常に激しい雨が

降るおそれがあります。

「1時間に50ミリの雨」 というの
は、 雨水が別の場所に流れす、 その
ままたまる状態で、「1時間に雨水
が50ミリメ ートルの高さまでたま
る」規模の雨です。

「たった50ミリ」と思われるかもし
れませんが、1平方メ ートルあたり
50リットルになります。傘をひら
いたときの面積が概ね1平方メ ート
ルな ので 、1時間傘をさ している
と、傘には牛乳パック50本分もの
雨があたることになります。
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まわりの雨水があつまると...

防災気象情報の正しい理解と適切な利用を

気象庁が発表する雨や風についての防災気象情報の中で「激しい雨」「非常に強い風」などと表現される

雨や風は実際どのような降り方、 吹き方をするのでしょうか。

また、 それによってどのような影響や被害が想定されるのでしょうか。

雨 ・ 風の強さに応じた人や建物などへの影響のしかたを示した表によって、 雨や風の強さを数値だけでなく

具体的なイメ ー ジで分かっていただけるようにしました。

これを活用して、 防災気象情報をより身近なものにしていただきたいと思います。
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［天気予報でよく聞く、「50ミリの雨」「30メ ー トルの風」って実際とのくらい？］

正解はリ ー フレットの中で！
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ヽ 雨 強 さ と 降 り 方 多 風 強 さ と 吹 き 方
（平成 12 年 8 月作成） （平成 14 年 1 月一部改正）

の
（平成１２年８月作成）　（平成14年1月一部改正）
（平成２９年３月一部改正）　（平成29年 9 月一部改正） の （平成 19 年 4 月一部改正） （平成 25 年 3 月一部改正）

（ 平成 29 年 9 月一部改正）
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（注)大雨によって災害が起こるおそれのあるときは警報や注意報などを発表して 警戒・注意を呼びかけます。なお、警報報や注意報の基準は地域によって異なります。

約140km/h~

（注l)強風によって災害が起こるおそれのあるときは強風注意報を、暴風によって重大な災害が発生するおそれのあるときは暴風 警報をさらに重大な災害が起こるおそれが著しく大きいときは暴風
特別警報を発表して 警戒や注意を呼びかけま9。なお、警報や注意報の基準は地域によって異なります。

（注2) 平均風速は 10 分間の平均、瞬間風速は 3 秒間の平均です。 風の吹き方は絶えす強弱の変動があり、瞬間風速は平均風速の 1.5 倍 程度になることが多いですが、大気の状態が不安定な場合等は
3 倍以上になることがあります。

（注3)この表を使用される際は、以下の点にこ注意ください。
1厘速は地形や廻りの建物などに影響されますので、 その場所での厘速は近くにある観測所の伯と大きく異なることがあります。

2凰速が同じであっても、対象となる建物、構造物の状態や風の吹き方によって被害が異なる場合があります。 この表では、 ある風速が観測された際に、通常発生する現象や被害を記述しています
ので、 これより大きな被害が発生したり｀逆に小さな被害にとどまる垢合もあります。

3人や物への影聾は日本風T学会の「瞬間風速と人や街の様子との関係」を参考に作成しています。今後、 表現など実状と合わなくなった場合には内容を変更することがあります。




